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公立大学法人和歌山県立医科大学の平成１８事業年度に関する業務実績の評価について公立大学法人和歌山県立医科大学の平成１８事業年度に関する業務実績の評価について公立大学法人和歌山県立医科大学の平成１８事業年度に関する業務実績の評価について公立大学法人和歌山県立医科大学の平成１８事業年度に関する業務実績の評価について

和歌山県公立大学法人評価委員会（以下「評価委員会」という。）は、地方独立行政法人法第２８条

の規定により、公立大学法人和歌山県立医科大学（以下「法人」という。）の平成１８年度業務実績に

関する年度評価を実施しました。

年度評価は、中期計画に基づき法人が作成した年度計画について、評価委員会が当該年度の実施状

況の調査及び分析を行い業務実績全体について総合的に評定を行うものです。

今回の年度評価は、平成１８年４月に法人設立後、初めて行ったもので、法人の自主的・自律的な

運営及び大学の教育研究の特性に配慮しつつ、法人から提出された業務実績報告書及び法人に対する

ヒアリング等により、年度計画の実績及び法人の自己評価の妥当性を総合的に評価しました。

評価委員会としては、今回の年度評価の結果が今後の法人及び大学運営に積極的に活用され、効率

化、活性化等が図られることにより、教育研究が一層充実する一方で、法人の業務運営状況について、

県民の理解が深まることを期待します。

なお、今回の評価委員会による年度評価を踏まえ、翌年度以降の年度評価について、改善・充実を

図ることが重要であると考えています。

平成 年 月 日

和歌山県公立大学法人評価委員会
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第１ 全体評価第１ 全体評価第１ 全体評価第１ 全体評価

※素案では、年度計画の進捗状況に大学の自己評価結果を引用した。

１ 総 評１ 総 評１ 総 評１ 総 評

・ 「公立大学法人和歌山県立医科大学は、医学及び保健看護学に関する学術の中心として、基

礎的、総合的な知識と高度で専門的な学術を教授研究し、豊かな人間性と高邁な倫理観に富む

資質の高い人材の育成を図り、地域医療の充実など県民の期待に応えることによって地域の発

展に貢献し、人類の健康福祉に寄与する」という基本的な目標のもと、平成１８年度は地方独

立行政法人としての初年度であったが、教職員が一丸となって意欲ある取組と改革を行った。

その結果、大きな成果を上げつつある。

・ 年度計画記載２４９事項の実施状況を確認したところ、５９事項が「計画を上回って実施し

ている」と認められ、また、１８０事項が「年度計画を十分に実施している」と認められるが、

１０事項が「年度計画を十分には実施していない」と認められ、これらを総合的に勘案し、中

期目標・中期計画の達成に向けて、概ね順調に進んでいると認められる。

２ 特色ある取組等２ 特色ある取組等２ 特色ある取組等２ 特色ある取組等

・ 大学の基盤となる教育研究等の質の向上に関する積極的な取組としては、医学部及び保健看

護学部において、文部科学省の補助事業である「特色ある大学教育支援プログラム」及び「現

代的ニーズ取組支援プログラム」へ事業採択されたこと、また、科学研究費補助金獲得額の大

幅な増加となったことに顕著に現れている。

・ 新設した産官学連携推進本部を介して、外部資金獲得による研究等の質の向上が、同時に受

託研究、寄附講座の開設等を通じて、その成果が県民・社会にフィードバックされる好循環の

仕組みが形成されつつあることを評価したい。

・ 国際的視野を持った人材育成に向け、教職員や学生の海外派遣や留学生の受け入れ等も積極

的に行っている。また、附属病院に地域連携室を設置し、地域の病院との連携強化も図られて

いる。海外や地域との交流は、開かれた大学を志向しており、今後、さらなる発展に期待した

い。

・ 医療においては、都道府県がん診療連携拠点病院の指定を受け、地域がん医療の改善に向け

た取組がなされている。また、ドクターヘリの運行時間延長など救急医療のさらなる充実も見

られる。

・ 人事面では、教員評価制度の導入、医学部教員に対する任期制度の導入などにより、教員人

事の活性化が図られている。

・ 法人財務については、１８年度収支は、支出を抑制し、収入を上げ、大きな成果を上げた。

附属病院紀北分院が３１０百万円の赤字ながら、附属病院本院で、９８２百万円の黒字を計上。

全体の損益では、７１１百万円の経常利益を計上している。また、産学連携、寄附金収入が、

６５０百万円と前年度比で２８．２％増加した。

・ 懸念要因としては、近年５割を越す卒業生が県外に流出していることが挙げられ、また、地

域保健医学、総合医療学の研究はあるが、総合診療科の不在、へき地医療対策、県内医師不足

対策への計画が不十分なことである。
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第２ 項目別評価第２ 項目別評価第２ 項目別評価第２ 項目別評価

※素案では【評定】全てに、大学の自己評価を引用した。

評 Ｓ･･･特筆すべき進捗状況にある。

定 Ａ･･･順調に進んでいる。

の Ｂ･･･概ね順調に進んでいる。

区 Ｃ･･･やや遅れている。

分 Ｄ･･･重大な改善事項がある。

１ 教育研究等の質の向上１ 教育研究等の質の向上１ 教育研究等の質の向上１ 教育研究等の質の向上

（１）教 育（１）教 育（１）教 育（１）教 育

【評定】Ｂ（概ね順調に進んでいる【評定】Ｂ（概ね順調に進んでいる【評定】Ｂ（概ね順調に進んでいる【評定】Ｂ（概ね順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載８９事項中８６事項が「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画

を十分に実施している」と認められるが、３事項について「年度計画を十分には実施していな

い」と認められ、上記の状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 文部科学省の大学教育改革等の取組に対する補助事業において、医学部の「ケアマインドを

併せもった医療人教育」が特色ある大学教育支援プログラムに、保健看護学部の「地域と連携

した健康づくりカリキュラム」が現代的教育ニーズ取組支援プログラムに同時採択されたこと

は特筆すべきことである。

・ 大学で取り組まれている対患者面接法を含む全人医療教育は、県民にとっても極めて重要で

あり、人間的な全人医療が可能になるだけでなく、患者との相互信頼によって十分な情報交換

が可能となる。その結果、見落としのない良医を育てることにもつながると考えられる。

・ 医学部、保健看護学部におけるカリキュラムの開発、ＦＤ（ファカルティディベロップメン

ト）の実施、また、教育評価方法や入試制度の研究を行うための教育研究開発センターの設置

や内科的・外科的手技を磨くための臨床技能研修センターの開設など、教育の実施体制の強化

が図られている。

・ 学生の自主的な研究への支援、教員及び学生の海外の大学への派遣や海外からの受け入れな

ど国際的な交流も実施されている。

・ 国家試験の合格率は、医師が９２．３％であり目標を下回っている。看護師及び保健師は１

００％であり、高い目標が達成されている。

・ 健康管理センターの設置が遅延し、学生の健康管理の支援が計画どおり達成できなかったこ

と、大学院博士課程の定員充足率、修業年数内での修了率が低いことなどについては、今後の

課題として積極的に取り組むことを期待する。

（２）研 究（２）研 究（２）研 究（２）研 究

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載２４事項中全てが、「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画を十
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分に実施している」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 「研究活動活性化委員会」を設置し、特定研究・教育助成プロジェクト発表会を開催し、プ

レゼンテーションでの選考により、優れた研究４件に対して助成を行ったことは、研究の活性

化において大きな意味を持つ。また、若手研究支援助成制度を制定し、若手研究者への支援も

行われている。

・ 産官学連携推進本部を設置し、外部資金の導入や文部科学省の科学研究費補助金を活用した

研究活動が積極的に推進された。その結果、外部資金が対前年度比で２８％増の約６５０百万

円となり、また、科学研究費補助金の採択件数が対前年度比で３０％増の１０１件、金額では

２８％増の約１７６百万円となった。

・ 健康増進・癒しの科学センターを設置し、機能性医薬食品探索講座、観光医学講座を開設し、

和歌山の特性を活かす視点から予防医学に関する研究を重点的に行っていることは、地域への

貢献といった観点からも高く評価できる。

・ 教授選考に当たり、選考委員以外の教授が候補者インタビューにオブザーバーとして聴講で

きるシステムを導入したことも評価できる。

・ 研究成果の地域社会への還元として、医療カンファレンス１０回、公開講座４回を実施した。

また、県内の小・中・高等学校２７校へ教員等を延べ３０名派遣した出前授業は、県民に開か

れた大学として高く評価したい。

（３）附属病院（３）附属病院（３）附属病院（３）附属病院

【評定】Ｂ（概ね順調に進んでいる【評定】Ｂ（概ね順調に進んでいる【評定】Ｂ（概ね順調に進んでいる【評定】Ｂ（概ね順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載５７事項中５４事項が「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画

を十分に実施している」と認められるが、３事項について「年度計画を十分には実施していな

い」と認められ、上記の状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 附属病院における教育研修機能の充実については、教育研究開発センターを核に卒後臨床研

修センター及び臨床技能研修センターを設置し、効果的な研修の実現に向けた取組がなされて

いる。また、プライマリーケアや総合診療教育の充実に向け、研修医に対して地域の公的病院

や福祉施設と連携した研修プログラムが提供されていることは注目に値する。

・ 附属病院本院については、都道府県がん診療連携拠点病院の指定を受け、がん相談支援セン

ター、がん緩和チームの設置と院内がん登録の推進等、がん診療体制の充実が図られたことを

評価する。今後は、がん薬物療法に関する専門医の充実など、さらなる努力が望まれる。

・ 附属病院における研究の推進に関しては、臨床研究管理センターを設置し、病院長を委員長

とする「治験運営委員会」を置き、治験コーディネイターの充実が図られている。

・ 地域医療への貢献と医療の実践については、高度先進医療を広く県民に提供するなど広く県

民医療におおいに貢献している。救急集中治療部におけるドクターヘリの運行時間延長により

地域医療支援機能を充実させた。看護相談室の開設及び糖尿病療養指導士による相談受付など

は注目に値する。基幹災害医療センターとしては、災害対策訓練を関係機関と協働実施し、マ

ニュアル等の見直しも行っている。今後は、財団法人日本医療機能評価機構の認定取得が必要

である。
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・ 医療安全体制の充実については、医療安全推進委員会及び感染予防対策のための研修会を頻

繁に開催するとともに、アクシデント（ヒヤリ・ハット）の報告を分析し、今後の安全対策に

活用している。また、情報セキュリティのためのウィルス対策ソフトを導入するなどの安全管

理を評価する。

・ 病院運営については、リュウマチ・膠原病に対応するため関係診療科の連携を図るとともに、

栄養部門を「病態栄養治療部」として中央診療部に移行するなど組織強化を図り、さらに看護

部長を副病院長に充て、看護部門の病院運営への参画を促進させた。また、附属病院本院と紀

北分院の一体的業務運営を行うため、紀北分院長を副病院長とするなどの体制強化が図られた。

・ ボランティアの増員による地域社会との交流推進、診療費支払にクレジットカード決済の導

入、未収金対策に少額訴訟の導入など、新たな試みも注目に値する。

・ 附属病院本院と同紀北分院の役割分担及び連携強化については、看護師等の人事交流が進め

られた。紀北分院整備基本計画が策定されたところであり、今後一層の進展を期待したい。

・ 法人財務における附属病院の占める部分では８０％程度と極めて高いが、附属病院本院の決

算については好成績を上げた。１日当たりの入院・外来患者数は横ばいながらも、１人当たり

の診療収入の伸長が著しく、手術件数も対前年度比で約５００件増（約９％増）となっており、

特定機能病院としてふさわしい内容の診療となってきているものと高く評価する。

（４）地域貢献（４）地域貢献（４）地域貢献（４）地域貢献

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載１１事項中全てが「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画を十

分に実施している」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 生涯研修・地域医療支援センターの施設及びビデオ等の貸し出しを実施し、医療従事者であ

る学外会員の生涯研修に貢献している。

・ 健康増進・癒しの科学センターにおいて、和歌山の特性を活かし、観光医学講座、機能性医

薬食品探索講座が開講され、観光振興、地元産業の振興に貢献する研究が行われている。

・ 本県の深刻な医師不足に対応して、生涯研修・地域医療支援センターを置き、地域医療支援

のための医師の増員を図り、地域の医療機関との連携や支援を行っているが、未だ十分といえ

ず、今後の取組に期待したい。

・ 他大学では不十分な一次救急などの分野においても、極めて高い能力があり特筆に値する。

今後、さらなる地域医療との連携が望まれるが、そのためには、教育、研究、先端的臨床をよ

り万全なものとし、全国からも優秀な医師を集めることができる臨床面、教員面、研究面にお

いて一層魅力的な大学となることにより、初めて本質的な地域貢献が可能になることを忘れて

はならない。

（５）産官学の連携（５）産官学の連携（５）産官学の連携（５）産官学の連携

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載５事項中全てが、「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画を十分

に実施している」と認められ、上記の状況を総合的に勘案したことによる。
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【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 産官学連携推進本部を設置し、地元企業をはじめ地方公共団体からの受託研究・共同研究及

び寄附講座等を開設・実施した。また、保健看護学部では、高等教育機関コンソーシアムに参

加し４科目を開講した。受託研究、共同研究、寄附講座開設などが意欲的に行われている様子

が伺われ、法人化後、明らかに進展しつつあり、今後一層の外部資金獲得が期待される。

・ 知的財産権の保全については、不十分な状態であり、契約の専門家を配置するなどの努力が

必要である。また、特許が機関帰属か個人帰属かといった問題に対しても何らかの対応を考え

る必要がある。

（６）国際交流（６）国際交流（６）国際交流（６）国際交流

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載５事項中全てが、「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画を十分

に実施している」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・・・・ 国際交流の活発化について、海外派遣や留学生の受け入れも積極的に行っており、一定の成

果は見られたが、今後、支援体制の充実、交流先の拡大など益々の発展を期待する。

・ 附属病院としての国際交流についても、大学としての国際交流の一翼を担っているものと思

われるため、その実施状況を明らかにすることが望まれる。

２ 業務運営の改善及び効率化２ 業務運営の改善及び効率化２ 業務運営の改善及び効率化２ 業務運営の改善及び効率化

（１）運営体制の改善（１）運営体制の改善（１）運営体制の改善（１）運営体制の改善

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載８事項中全てが、「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画を十分

に実施している」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 理事長を中心として理事会が指導性を十分発揮し、法人の運営を掌握していると考えられる。

その一例として、理事会直結組織として産官学連携推進本部及び地域国際貢献推進本部を置き、

財政基盤と教育研究基盤の充実の推進に努めている。

・ 法人の経営審議会に外部委員として学外の専門家５人を入れるなど広く斬新な意見を取り入

れる体制も構築し、県民に開かれた大学として一歩前進した。

・ 監査機能の充実をはじめ、会計監査人、監事、内部監査担当と経営者を交えた四者協議を行

うなど透明性を高めるよう改善された。

（２）教育研究組織の見直し（２）教育研究組織の見直し（２）教育研究組織の見直し（２）教育研究組織の見直し

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ｃ（やや遅れている：Ｃ（やや遅れている：Ｃ（やや遅れている：Ｃ（やや遅れている。。。。））））

年度計画の記載２事項中１事項が、「年度計画を十分に実施している」と認められるが、１事

項について「年度計画を十分には実施していない」と認められ、これらの状況を総合的に勘案

したことによる。
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【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 教育においては、教育研究開発センター及び臨床技能研修センターを設置するとともに、研

究においては、研究活動活性化委員会及び企画戦略機構を設置し、研究及び教育の両面で体制

強化が図られた。

・ 大学においては、教育研究審議会と教授会の役割分担を決め、教育研究審議会は方針を決定

し、教授会は学部人事を中心として協議することにより、学部教育と学部運営の活性化が図ら

れた。

・ 法人化に伴い新たに委員会が設置されることが多く、委員会数を減らすことができなかった

ことは、迅速な意思決定や教職員の負担軽減に対する支障とならないか危惧される。今後、委

員会の役割を明確にし、整理統合に向けた作業が進められることを期待する。

・ 教育研究全般の活性化を目指した組織の見直しとその成果はこれからである。

（３）人事の適正化（３）人事の適正化（３）人事の適正化（３）人事の適正化

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載８事項中全てが、「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画を十分

に実施している」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 今まで導入が困難であった任期制を平成１９年度から医学部全教員に適用することを決定し、

教授の任期を７年、准教授・講師・助教を５年としたことは画期的な改革として高く評価する。

・ 教授選考に際して、選考委員会の教授に限らず、他の教授が候補者のヒアリングにオープン

参加するなどの改革も見られた。今後は、いかにして優秀な人材を確保するかという点が重要

であり、大学の戦略を反映した人事の導入について議論の余地があると考えられる。

・ 救急集中治療部へ２交代制の変形労働時間制を導入し、また、育児休業代替教員制度の導入

により女性教員の増加を図るなど、教員の生活環境に配慮した取組も評価できる。

・ 臨床実習機関の医師から臨床教授、臨床准教授などを選任し、地域の医療機関との連携も強

化されている。

（４）事務等の効率化・合理化（４）事務等の効率化・合理化（４）事務等の効率化・合理化（４）事務等の効率化・合理化

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載３事項中全てが、「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画を十分

に実施している」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 法人化前は独立した事務組織であった紀北分院事務室と大学の事務局との一体化が図られて

いる。

・ 大学事務局に企画室を設置し、新規事業の企画立案、産官学連携による外部資金の獲得に努

めるなど収入増が図られている。

・ 給与計算事務、新物流システム、看護補助業務、滅菌業務等にアウトソーシングが導入され

た。
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３ 財務内容の改善３ 財務内容の改善３ 財務内容の改善３ 財務内容の改善

（１）外部研究資金その他の自己収入の増加（１）外部研究資金その他の自己収入の増加（１）外部研究資金その他の自己収入の増加（１）外部研究資金その他の自己収入の増加

【評定】Ｂ（概ね順調に進んでいる【評定】Ｂ（概ね順調に進んでいる【評定】Ｂ（概ね順調に進んでいる【評定】Ｂ（概ね順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載５事項中４事項が、「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画を十

分に実施している」と認められるが、１事項について「年度計画を十分には実施していない」

と認められ、上記の状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 外部資金が対前年度比で２８％増加し約６５０百万円となった。また、科学研究費補助金の

採択件数が対前年度比で３０％増加し１０１件、金額では２８％増の約１７６百万円となった。

・ 固定資産貸付使用料、病院文書料の改定を行い、医業収益についても附属病院本院に病床管

理センターを設置し、病床稼働率の上昇と平均在院日数の短縮、手術件数の増加等により、保

健診療点数の引き下げにもかかわらず、診療収入が前年度比約７％増（約１１．８億円増）と

なったことは大いに評価される。

（２）経費の抑制（２）経費の抑制（２）経費の抑制（２）経費の抑制

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載４事項中、全てが、「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画を十

分に実施している」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 附属病院の診療材料の在庫縮減と効率的な物流管理のため新物流システムを導入し、前年比

約７５％（約２３６百万円）の在庫が縮減された。今後は、診療材料等の購入・使用において

一層のコスト削減を期待する。

・ 給与計算事務、新物流システム、看護補助業務、滅菌業務等にアウトソーシングを導入し、

約１６８百万円の経費削減効果が認められた。

・ エアコン等機器の稼働時間の短縮等による年１％のエネルギー使用量の削減、経費節減のた

めの意識啓発の実施などの取組が行われている。

（３）資産の運用管理の改善（３）資産の運用管理の改善（３）資産の運用管理の改善（３）資産の運用管理の改善

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載１事項が、「年度計画を十分に実施している」と認められたことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 安全確保のため決済用普通預金を取り入れ定期預金等による資産運用が行われているが、今

後、専門家の意見を聴き、安全かつ効果的・積極的な運用を考慮していくことを期待する。

４ 自己点検・評価及び情報提供４ 自己点検・評価及び情報提供４ 自己点検・評価及び情報提供４ 自己点検・評価及び情報提供

（１）評価の充実（１）評価の充実（１）評価の充実（１）評価の充実

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載４事項中全てが、「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画を十分



- 8 -

に実施している」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 自己点検・評価、認証評価機関の評価及び県評価委員会の評価に対応するため、学内の評価

体制を見直し、法人内に「大学評価委員会」が設置された。また、保健看護学部においては、

学生に対しアンケート調査を実施し自己評価を作成した。

・ 病院機能評価受審対策委員会を附属病院で設置し、診療部門及び事務部門にワーキングクル

ープを立ち上げるなどの充実に努めたことは評価できる。

・ 今後、自己点検・評価、認証機関の評価、病院機能評価など全てにおいて膨大な作業の発生

が見込まれることについて認識しておく必要がある。

・ 正当・公正な業績の評価を行うためには、過度に雑誌の引用回数や論文数などの数字にのみ

頼ることは危険である。オリジナリティのある仕事を完遂するには時間を要するからである。

そこで自己評価、他者評価に関わらず、仕事の質と成果のバランスをよく考え、正しい評価を

しなくてはならない。

（２）情報公開等の推進（２）情報公開等の推進（２）情報公開等の推進（２）情報公開等の推進

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載４事項中全てが、「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画を十分

に実施している」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 学生、患者、教職員の個人情報の取り扱いについては、県の個人情報保護条例に則り、規程

を策定し全学に周知されている。

・ 大学のホームページを１２０回にわたり更新を図りつつ積極的に情報を公開している。ただ

し、特許性のある事項を公表することについては注意が必要である。

５ その他業務運営５ その他業務運営５ その他業務運営５ その他業務運営

（１）施設及び設備の整備・活用等（１）施設及び設備の整備・活用等（１）施設及び設備の整備・活用等（１）施設及び設備の整備・活用等

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載５事項中全てが、「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画を十分

に実施している」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 図書館及び生涯研修・地域医療支援センター等の施設を医療関係者に広く開放されている。

・ 紀北分院については、整備基本計画が策定され医療機能等の方針が示された。

（２）安全管理（２）安全管理（２）安全管理（２）安全管理

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ｃ（やや遅れている：Ｃ（やや遅れている：Ｃ（やや遅れている：Ｃ（やや遅れている。。。。））））

年度計画の記載７事項中５事項が、「年度計画を十分に実施している」と認められるが、２事

項について「年度計画を十分には実施していない」と認められ、上記の状況を総合的に勘案し

たことによる。
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【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 教職員に対する定期健康診断（受診率９６．６％）、学生に対する定期健康診断及びワクチン

の接種、避難・消火訓練の実施、建物設備の点検等、安全管理は評価されるものの、産業医を

配置した健康管理センター、衛生工学衛生管理者の設置・配置については、早急な実施が望ま

れる。

（３）基本的人権の尊重（３）基本的人権の尊重（３）基本的人権の尊重（３）基本的人権の尊重

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載７事項中全てが、「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画を十分

に実施している」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 人権・生命倫理に関する知識習得のため全学人権同和研修（参加者１４００名、９１．４％）、

研修員研修（参加者８０名 ９０．２％）が、高率の受講者数であったことは評価できる。

・ 患者からの苦情処理、医療相談、福祉相談に対応する相談員の配置、職員については、職員

相談処理規程でセクシャルハラスメント等の防止条項の策定や相談員の配置、研究や医療行為

については、倫理委員会で事前審査を充実させたことは評価できる。
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○ 和歌山県公立大学法人評価委員会 委員名簿○ 和歌山県公立大学法人評価委員会 委員名簿○ 和歌山県公立大学法人評価委員会 委員名簿○ 和歌山県公立大学法人評価委員会 委員名簿

氏 名 役 職 等

茨 常 則 日本医療文化化研究会 主宰

酒 井 敏 行 京都府立医科大学大学院医学研究科 教授

佐 藤 エキ子 聖路加国際病院 副院長・看護部長

島 岡 ま な 大阪大学大学院高等司法研究科 教 授

◎ 月 山 和 男 月山病院 院長

林 宏 株式会社紀陽銀行 常勤監査役

（注）◎印は委員長

○ 業務実績の評価に係る和歌山県公立大学法人評価委員会の開催状況○ 業務実績の評価に係る和歌山県公立大学法人評価委員会の開催状況○ 業務実績の評価に係る和歌山県公立大学法人評価委員会の開催状況○ 業務実績の評価に係る和歌山県公立大学法人評価委員会の開催状況

・第１回和歌山県公立大学法人評価委員会 平成１９年７月 ３日開催

・第２回和歌山県公立大学法人評価委員会 平成１９年８月 ２日開催

・第３回和歌山県公立大学法人評価委員会 平成１９年８月２１日開催

○ 大学収容定員○ 大学収容定員○ 大学収容定員○ 大学収容定員

収容定員（人） 収容数（人）

医学部 ３６０ ３６０

保健看護学部 ２５６ ２７０

医学研究科

修士課程 ２８ ３６

博士課程 １４６ １０４

○ 教職員数○ 教職員数○ 教職員数○ 教職員数

総 数 （人） １，３１９

教員 ３０６

事務職員 ９７

技術職員 １０

現業職員 ５２

医療議事術部門職員 １３５

看護部門職員 ７０４

研究補助職員 １５

（出典）平成１８年度和歌山県立医科大学概要


